
焚火 / フレスコ画 120×60cm 2020年

さくらの家｜オープニング企画第3弾

宮内
淳吉展
Wall of sound

金

日

20 26

9.18
10.25

Junkichi Miyauchi
EXHIBITION

ギャラリー｜茶室｜中庭｜アトリエ

観覧無料
1937年東京都出身。1962年武蔵野美術学校（現・
武蔵野美術大学）西洋画科卒業。在学中より、長谷川路可

に師事、フレスコ、モザイクを学ぶ。全国の自治体、大学、病院、教会等に作品を制作・設置。
1995年モザイク会議設立（～2017年）。2025年9月21日永眠。
主な作品に ・五反田ゆうぽうと簡易保険ホール / 東京都（フレスコ・モザイク）…2015年9月閉館 
・荒川区立峡田小学校 / 東京都（モザイク壁画） ・カトリック本郷教会小聖堂 / 東京都（フレスコ壁） 
・カトリック麹町聖イグナチオ教会マリア聖堂 / 東京都（モザイク壁）などがある。

宮内 淳吉（みやうち じゅんきち）

10時　18時 月曜休
9.18(金)は15 -18時営業

9.21(月・祝)・10.12(月・祝)営業 
9.24(木)・9.29(火)・10.13(火)代休

10.4(日)は展示替えのため
16時までの営業 



さ
く
ら
の
家
に
つ
い
て

名勝・三溪園に至る参道・本牧桜道沿いの「さくらの家」は、見る・体験
する・制作するといった活動が可能なアートスペースです。
近隣には三溪園はじめ、特徴ある文化施設や四季折々に楽しめる公園が
点在するなど、開放的な華やぎが魅力のエリア。芸術と地域の“創造と交流
の場”を目指し、みなさまのご利用・ご来場をお待ちしております。

芸術を通して人々が集う「創造と交流の場」
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前面ガラス・三方が壁のホワイト
キューブ。中央奥に廻り階段を配した
ユニークな空間。

水屋が隣接する8畳間。
雪見障子からは縁側越し
に中庭が御覧になれます。

石が主役の中庭。宮内淳吉作モザ
イク壁画「音の壁」、両脇に中野滋に
よる石彫を配置。

創作・教室・講習会等にご利用頂ける
4室。アトリエ3と４は展示室としての
利用も可能。

ギ
ャ
ラ
リ
ー

茶
室 

真
心
庵

し
ん
し
ん
あ
ん

中
庭

ア
ト
リ
エ

茶道体験と
教室も行って
います。

10時-18時
※ 臨時休業、変更などは表面をご確認ください。
〒231-0824 横浜市中区本牧三之谷20-9
045-307-4788
さくらの家／株式会社ｗｅｌｌ

定休日 月曜日・年末年始、他
電車と市営バスのご利用がおすすめです。
バスは系統・本数ともに多数。

「105」「341」に乗車の場合はバス停「本牧原」下車徒歩3分。
詳細はHPへ。
お車でご来場の場合は近隣のコインパーキングをご利用ください。

利用時間

所  在  地
電話番号
主　　催

公式WEBサイトHP
sakurano-ie.jp @sakurano.ie

Instagram

ギャラリー｜茶室｜中庭｜アトリエ

横浜駅／桜木町駅／関内駅／石川町駅／山手駅／
根岸駅／元町・中華街駅より横浜市営バス
▶ 8. 58. 101. 105. 106. 168. 222. 341のいずれか

アクセス｜バス停「本牧」下車徒歩約1分 （三溪園そば）

（左上）天空馬 / フレスコ画 60×70cm 1999年　（右上）魚1 / フレスコ画 31×31cm 2020年　（左下）窓3 / モザイク 53×63cm 2015年頃
（中央）青虫 / モザイク 30×30cm 2007年　（右下）窓1 / モザイク 97×97cm 2002年頃

会場：1階ギャラリー＆
２階アトリエ４＆中庭
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日時 9月18日（金）16時～17時 (15時開室) 会場 １階ギャラリー
登壇 森岡彩地（宮内淳吉 長女）×中野滋（彫刻家）

記念講演会関連企画：

1937年東京築地市場の魚問屋の三男として生まれた宮内は、武蔵野美術学校
（現・武蔵野美術大学）で、日本におけるフレスコ・モザイク画の先駆者・長谷川
路可氏に師事。継承者として全国各地のフレスコ・モザイク壁画の制作に
当たる一方、後進の指導にも努めました。
制作現場を数多く経験する中で、いわゆる絵画作品との相違を実感していき
ます。モザイクは、絵の具に相当する材料を自分で作らなければならず、来る日も
来る日もひたすら石を割り続けます。この単純で厄介な仕事を宮内は飄 と々
楽しそうにハナ歌まじりでやり続けたといいます。また宮内は、モザイクだけでなく
フレスコ画にも同じ情熱で取り組み、各地に多くの優れた作品を残しました。
本展は宮内淳吉のこうした制作姿勢を俯瞰するモザイク画とフレスコ画約
30点で構成します。愛情表現溢れる、質素で美しい、高い精神性を感じさせる
作品を、モザイク壁画「音の壁」とあわせて御覧ください。

展示場所 １階ギャラリー：モザイク画とフレスコ画
２階アトリエ４：フレスコ画、宮内淳吉の年表と作品一覧
中庭：モザイク壁画「音の壁」

さくらの家オープニング企画第 3 弾として、中庭に設置のモザイク壁画
「音の壁」の作者宮内淳吉（2025年9月没）を取り上げます。「音の壁」
は、東京五反田ゆうぽうと簡易保険ホール（2015 年９月閉館）のホワ
イエを飾っていた作品を移設したもので、さくらの家も５０年以上前の
民家を改築しています。一度失われかけたものが、再び息づくさくらの家。
その中庭でそっと輝きを放つのが「音の壁」です。

さくらの家｜オープニング企画第3弾


